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一現地調査に基づく小売価格均衡関税率一

笠原 浩三・伊東 正一・佐藤 俊夫

農林業問題研究
第145号

第 37巻 。第 4号
2002年 3月



個別報告論文 〔375〕

ｒ

ｌ

ロ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

従価税及び従量税 によるコメ輸入の関税障壁効果 について

一現地調査に基づく小売価格均衡関税率―

1.は じめに
主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律、及び

食料、農業、農村に関する基本法に引き続き、中山間

地ri接所得保障制度の実施等、近年の農業を取り巻く

環境は大きく変貌している。さらに昨今ではネギ、椎

茸、畳表の関税に対する対抗関税が工業製品の輸出に

飛び火しようとしている。国際間の農産物交易の進展

に伴って関税制度のあり方に対する問題が大きく注目

されるに至っている。

これまで日本政府は、 1粒たりともコメの輸入を許

さないという生産者団体の強い意向を受けて、ガット

(GATT)ウ ルグアイラウンドの基本姿勢では徹底
したコメ輸入自由化反対を貫いてきた。しかし、1998

年秋に突然コメ関税化案が議論され、 1999年 4月 か

らは急遠コメの輸入関税制度が導入されるに及んでい

る。これは、 ミニマムアクセス米を継続して輸入した
場舎と、関税化を受け入れた場合とを比較して、関税

化を受け入れた方がむしろ有利であるとの判断に基づ

くものであった。勿論その効果は関税制度の中で設定

される関税率の水準そのものによって直接影響を受け

る。関税率によって設定される関税障壁が効果を生む

かどうかはその大きさ次第である。急遠導入した輸入

関税制度の成否は設定される関税率との関係において

検討される。

そこで木報告では、米国西海岸における主要都市で

実際に販売されている市場価格の実態調査に基づき、

コメ小売価格の均衡化を条件に推計される均衡関税率

について分析し、コメ関税制度に基づく関税障壁の効

果について考察することとした。

2.短粒種ジャポニカ米の調査対象都市 と流通

概要

今回の米国におけるジャポニカ米の調査地はカリフォ

ルニア州のロスアンゼルス、アリゾナ州のフェニック

ス、フラッグスタッフ、及び一部ワシントン州のシア

トルの4都市である。ロスアンゼルスは米国最大の短

粒種ジャポニカ米の生産地帯であるサクラメントに隣

笠原 浩三 (鳥取大学農学部)
伊東 正一 (鳥取大学農学部)
佐藤 俊夫 (鳥取大学農学部 )

接する穀倉地帯の南端にあり、日系人の多いロスアン

ゼルスはジャポニカ米の需要も多く、コメの流通量も

多い。一方、アリゾナ州はサクラメントの穀倉地帯の

南端と近い距離にはあるが、ロッキー山脈の南方に位

置し、砂利砂漠に覆われた乾燥地帯で米の生産は殆ど

行われていない。アリゾナ州はカリフォルニア州に隣

接はしているものの、コメの流通においてはロスアン

ゼルスと好対照的な地域といえる。

3州における小売価格調査対象都市及び対象店舗

①ロスアンゼルス市 :。 MITUWA(ロ スアンゼルス

市内の以前のYAOHAN店 )大型店舗
。ICNBUN MARKErl、 (LITTLE東 京に隣接)/1ヽ

型店舗

②アリゾナ州の主要都市における調査対象店舗

・BASHAS'店 (KINGMAN一国道 40号線沿)月ヽ

型店舗

・FRED NEYER店 (PHOENlX一 国道 10号線
と17号線の交差する付近)ノ lヽ型店舗

・FOOD CITYり 占 (PHOENlX一 国道 10号線沿)

小型店舗
。SA「E WAY店 (FLAGSTAFF-180号線と国
道 40号線の交差する付近)大型店舗

③ワシントン州シアトル市

。SAFE WAY店 (CIATL市 郊外国道 5号線沿)
大型店舗

これらの調査地におけるコメ小売価格に関する現地

調査結果をまとめると、表 1の とおりである。Aラ

ンク米、Bラ ンク米は品質による区分で、前者は品質

的に日本国産米と遜色ない食味を有する。また、取扱

銘柄も多く、小売価格にも大きな価格幅が見られる。

特に nishiki、 及びgold tamakiに ついてはかなり

高く、一般的な shirakiku、 botanな どと比較して

およそ 2倍に近い価格で販売されている。

3.従価税と従量税の関係
一般に従量税の場合はCIF価格の値に関係なく数
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表 1 ロスアンゼルス市内コメ小売価格
(単位 :$)

米と競争できることとなり、関税障壁を乗り越えて輸

入される可能性を示すこととなる。しかし、課税後の

価格がこの国内流通価格よりも高くなるならば関税障

壁の効果が現れ輸入が採算に合わなくなり、関税障壁

効果が生まれることとなる。

4.小売価格均衡条件下の関税率推計モデル試

算

表 2は米国における販売諸経費、海上輸送及びそれ

に伴う諸経費を積み上げ式で加算し、これを日本国内

小売価格に均衡化させた場合の算定過程をとりまとめ

たものである。これより、日米間の小売価格均衡を条

件とした場合の均衡関税率が求められる。

すなわち均衡関税率は最終的に次の算出式によるこ

ととなる。

◎ 日米間の小売価格均衡関税率モデル

β=Y-93998839X-1153077t-832

ただし、βは均衡関税率 (単位 :円 /10 kg)

X米国現地ノlヽ売末端価格 (単位 :$/10 kg)

Yは 日本国内小売末端価格 (単位 :円 /10 kg)

tは米国からの海上輸送費 (単位 :S/10 kg)

である。この算出式によれば輸出入両国間の末端小売

価格と輸入相手国からの海上輸送費を与えてやると、

両国内の小売価格の均衡を条件とする関税率が求めら

れることとなる。

いま例として、米国産の shirakikuと 日本産米の

鳥取こしひかりを均衡させた場合について検討する。

米国産米をロスアンゼルスのENBUN MARKET
店で販売されているshirakikuと すると、その小売

価格は 10 kg当 たり737ド ルとなり、一方、日本産米

を鳥取市内の量販店における鳥取こしひかりとすると、

小売価格は 10 kg当 たり3480円 となる
1)。 これらを上

式に代入すると次のようになる。ただし、海上輸送費

を05とする2)。

β=Y-93.998839X-1153077t-832

=3480-93998839× 737-1153077× 05-832

=1897.57(円 /10 kg)

すなわち、従量税による均衡関税額は 189757(円 /

10 kg)と なる。

これらの関係を図示したものが図 2である。すなわ

ち、図 2は図 1に具体的な試算結果による実数値を当

てはめたものであり、縦軸は鳥取こしひかりの日本国

内流通価格であり、横軸は米国産 shirakikuの 日本

販売店
ENBUN
MARKET

MITUヽハ√A

(LB)
(kg)

2205
100

2205
100

Ｂ

ラ

ン

ク

業
，
　

　

一
Ａ
ラ
ン
ク
来

shirakiku

botan

hikari

tamaki

akita otome

kokuhonOmura

nishiki

kokuho lく oda
gold tamaki

881*
1046

1101

1046

1431*

2093*

737*
748*
1068

1046

1321

1321

1167

1156

1431*
1872*

平均価格

注)*印 は均衡関税率算定に使用 した価格である。

量に応じて一定額の関税が課されることとなる。これ

に対して、従価税の場合は CIF価 格に応じて一定率

で課される。陸揚げ価格は、生産費、輸送費、あるい

は品質などの相違によって異なるため、同一銘柄でも

CIF価格高低に応じて関税額が異なる。 このような

CIF価格と従量税・従価税の関係を示したものが図

1で ある。

すなわち、横軸はCIF価格を表し、縦軸は CIF価

格に従量税または、従価税を課した場合の日本国内流

通価格を示している。従価税と従量税の交点 Aは、

従量税と従価税の分岐点となり、この分岐点より左の

CIF価格の領域では従価税が有利になり、右の領域

では従量税が有利になることを示すこととなる。

輸入コメについては日本国内流通価格は課税後の価

格を示す。従って輸入コメの流通価格が日本産米の国

内流通価格よりも低ければ、関税を支払っても日本産

CIF価格
従価量税分岐点

図 1 従価税と従量税の関係

(CIF価格+従量税 or従価税)
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陸揚げ価格 (CIF価格)を とったものである。表 2

からCIF価格は75042円 /10 kgで 、 これに対する従

量課税は35117円 となり、これに日本国内流通経費

を加えたものが shirakikuの 国内流通価格となる。

その価格は5094円 /10 kgで ある。

一方、鳥取こしひかりの国内流通価格は3480円 /10

kgで あるから、 この場合、shirakikuの 課税後の小

売価格は鳥取こしひかりの小売価格を上|11る ことにな

るため、関税障壁を乗り越えて輸入されることはなtЪ

しかし関税額が低下していくと、shirakikuの 関

税後の国内流通価格 5094円 /10 kgも 低くなる。関税

額が低くなり、shirakikuの 関税後の国内流通価格

が鳥取こしひかりの小売価格 3480円 /10 kgと 均衡し

た場合には、その均衡関税率は従量税で 189757円 /

表 2 米国産米と日本産米小売価格均衡に伴う均衡関税率計算モデル

計 算 式 shirakikuの 具体的
推定値(10kg当たり)

流

費

外

経

海

通

(al米国内末端小売価格 ($)
(b)自国内販売手数料 ($)(4ヽ売価格の 1948%)
(C)推定 FOB価格 (a一 b)($)
ld)海上輸送費 (S)
le)海上保険料 ($)((c+d)*0006)
{f)金利 ($)((c+d+e)*0012}
(gl輸入業者手数料 ($){(c+d+e)*003}
(h)CIF価 格 ($){(c+d tte+ftt g)}
(1)円建て CIF価格 (¥)(110/1ド ル)
(j)従量税による関税 35117円 /kg:β
(k)従価税に変換した関税率%:α

(1)通関手数料 (¥)(7,000/ト ン)
llw倉庫保管料 (¥)(600円 /ト ン 10*20日 )
(n)倉庫渡し価格 (¥)(1+j+1+m)
10)国内販売手数料 (¥)(750/10k)
(pl末端小売価格 (¥)(n+o)
(q)調査小売価格 (¥)

X
01848X
08152X
t

00048912X+0006t
00098410X+0012072t
00246027X+0030180t
08545349X+1048252t
93998839X+1153077t
35117

35117/(93998839X+1153077t)

70

12

CIF+β +82
750

CIFtt β+832
Y

737
1 361976

6008024

05
0039048

0078564

0196412

6822048

7504253

35117

4679613

70

12

43441253

750

509412

日本国内

流通経費

注 1)具体的試算に使用 した小売価格はロスアンゼルスの ENBUN MARKET店 の shiakikuで ある。
2)海 L輸送費は、米国西部カルフォルニア州か らの輸送を想定 :t=050ド ル/10 kg。 為替 レー トは 1ド ル=110円 。

表 3 日米小売均衡価格に伴う均衡関税率推計

2001年調査小売価格        2000年 調査小売価格
鳥取こしひかり  二重こしひかり  きらら397  新潟こしひかり  魚沼産米

Ｅ

Ｎ

Ｂ

Ｕ

Ｎ

Ｍ

Ａ

Ｒ

Ｋ

Ｅ

Ｔ

α

shirakiku      β*

botan        β*

46796
18976

25286
46160
18872

24807
33081

15864

α*     14944

46796
23776
31683
46160
23672

31116
33081

20664

19466

19324

13107

7212

46796
13976

18624

46160
13872

18234

33081

10864

10234

19324

3307
1820

46796
27976

37280

46160
27872

36637

33081

24864

23422

19324

17307

9523

46796
55776

74326
46160
55672

73179

33081

52664

49610
19324

45107
24821

β *

gold tamaki  β*
19324

8307
4571

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｗ
Ａ

α

hikari       β*

nishiki       β*

gold tamaki   β*

32141

15554

14236

25034
12452

8877
17342

6230
3076

32141

20354

18630

25034

17252

12299

17342

11030

5446

321 41

10054

9260
25034

7452
5312
17342

1230

607

32141

24554

22473

25034

21452

15292

17342

15230

7521

32141

52354

47918
25034

49252
35111

17342

43030
21249

注)α は従量税 35117円 /kgを 従価税に変換 した関税率 %、 β *は均衡式に基づ く従量税表示の均衡関税、α *は均衡従量税 β *を

従価税に変換 した場合の関税率を表す。
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鯛軸動晰輌嚇の「

(::卜橘義午盤量税or従価税)

日本 国 内小 売価 格 Y

(,レ
諄

60

10 kgと なる。すなわち、従量税で 189757円 /10 kgが

課せられると、鳥取こしひかりの小売価格と輸入米の

小売価格が均衡することとなる。

さて、これらの従量税に依る均衡関税を従価税に変

換するとどのようになるであろうか。

に)日本産鳥取こしひかり小売価格 Y(¥):Y=3480
(口)従量税の場合の均衡関税β※(円 /10kg):

β※=Y-93998839X-1153077t-832=189757

1,従価税に変換した均衡関税率α※(%):

α※=β ※/(93998839X+1153077t)=25286

すなわち、小売価格を均衡させた場合の均衡関税率

を従価税で表すと、25286%と いうことになる。

かくして、同様に日米の各銘柄間で小売価格を均衡

化させた場合の均衡関税率を従量税、及び従価税で試

算することができる。表 3は これを集約したものであ

る。

5.関税率の変化に伴う関税障壁への影響
1)従量関税が引き下げられた場合の関税障壁

ここでは関税率が年次毎に引き下げられた場合の関

税障壁の効果について検討する。現行の関税制度では

初年度 1999年 の関税率は l kg当 たり35117円であっ

たが、図 3は今後当初の見通しのように年々25%ず
つ引き下げられ 10年後の 2406、 20年後の 1411%
に引き下がった場合には均衡関税率がどの様に変化す

るかをとりまとめたもである。

同図で右上がりの直線が均衡関税率グラフである。

すなわち、この直線より左上に位置する均衡点が、初

年度関税率β=35117(円 /kg)の もとでも関税障壁

を乗り越えて輸入される可能性があることを示すもの

となる。これによると、魚沼産米との均衡化では全て

の米国産米が関税障壁を乗り越える領域にあり、それ

以外の日本産米では関税障壁の効果が認められる領域

にあることを確認できる。

しかし、関税率が引き下がり、 2010年 時点のβ

=2406(円 /kg)の もとでは新潟こしひかり、二重こ

しひかりは、比較的安い米国産米との均衡化を想定す

―一一一一̈一…+¨一

1999年 関税↓

2010年 関税 1

_   :二(lfi蹴

16           18           20 (ド ル )
X:米 国産小売価格

(均衡関税率グラフの右下領域)

0                 750  鴇聴T6i[・
ku

図 2 従量課税後の小売価格の関係

―
キ
ー
ー

図 3 関税率の変化に伴う均衡関税率グラフと関税障壁効果領域
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れば関税障壁を乗り越える可能性も懸念されるが、相

対的に局いgold tamaki米 などと均衡させた場合に

は、依然均衡関税率グラフの右下の領域に位置し、関

税障壁の効果が認められるものである。

さらにその傾向は、2020年時点頃まで維持される

が、鳥取こしひかりが安い米国産米の shirakiku、

bOtan、 などと均衡化させた場合に、新たに関税障壁

を乗り越える条件に近づくことが想定される。しかし、

安価なきらら397は依然均衡関税率直線の右下領域
に位置し、関税障壁の効果が認められるものである。

2)従価税による関税障壁効果の検討

これまでは従量関税による関税障壁の効果について

検討してきたが、こでは従量税を従価税に変換した場

合の均衡関税率の影響について考察することとする。

従量税の場合は価格に関係なくkg当 たり35117円 の

関税が賦課されることになるが、従価税の場合は、価

額に対して賦課されることになるから、価格水準によっ

て賦課される関税額は異なってくる。図 4は表 3に算

定されたα※、すなわち、均衡従量関税を従価税に変

換した均衡従価税であるが、これを魚沼産米と、新潟

こしひかり、及びきらら397に沿って整理 。図示し
たものである。

これらの均衡従価税が関税障壁を越えるかどうかは、

従量関税 35117円 /kgを米国産米の各銘柄毎に変換さ

れる35117円従価税との比較によって判定される。

図 4の右側縦軸はその従量税を従価税に変換した尺度

関税率 (従 価税 :%)
魚 沼産米

botan =〒
‐= Shirakiku

を表している。

これによるとshirakikuの場合、魚沼産との均衡

従価税は表 3で確認したように 74326%と 高い値を

示すが、35117円を従価税に変換した場合は 46796

%と なるため、従価税で判断してもshirakikuは 関

税障壁を乗り越えて輸入される可能性が認められる。

さらにgold tamaki(MITU WA)の 場合も35117

円を従価税に変換すると関税率が 17342%であるか

ら、同じく関税障壁を乗り越えて輸入されるおそれが

認められる。しかしその差は僅かである。

一方これに対して、新潟こしひかりの場合には全て

の銘柄の均衡関税が変換従価税を下回り、関税障壁を

乗り越える状況は生じないものと思われる。さらに比

較的安価なきらら397の場合には一層その傾向が強
くなることが認められる。

7.要 約
本報告ではまず、米国西海岸カリフォル州ロスアン

ゼルス市内におけるジャポニカ米の流通・市場価格調

査の結果をとりまとめ、さらに明らかにされた小売価

格に基づいて、わが国のコメ小売価格との均衡化を条

件に算定される均衡関税率を推言|し、関税障壁の効果

について検討した。

その結果明らかになった点を要約すると以下のよう

である。

①カリフォルニア州、及び、アリゾナ州のジャポニ
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図 4 小売価格均衡条件下の従価税による関税障壁効果
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力米の小売市場価格を整理すると、短粒種を主体とす

る上質米と中粒種を主体とする各種銘柄米との間には

かなり明確な格差が認められる。さらに、地域によっ

て若千の傾向の違いかあるものの販売店の規模間にも

格差が存在する。従って均衡関税率の算定には特に平

均化及び販売単位を調整することなく素小売価格に基

づいて分析を試みた。

その結果、小売価格均衡関税率の分析からは次のこ

とが明らかになった。

②小売価格均衡化関税率推計モデルによる均衡関税

率の計測の結果、gold tamahi米 、及び nishiki米

などの比較的高品質のAラ ンクに区分されるコメは

価格も高いことから、わが国の魚沼産米を除く一般的

なコメと均衡化させても、現行制度の初年度関税率

35117円 /kgの下では関税障壁を乗り越えて輸入さる

ことはないものと思われる。しかし魚沼産米との競争

については、品質が同等ということであれば、関税を

支払ってもなおわが国国内で高価格販売が可能であり、

関税障壁を乗り越えて輸入されることが想定される。

しかし現実的には魚沼産米と価格面では競争ができて

も、食味などの品質の面では対等に競争は困難と思わ

れる。

()し かし、 Bラ ンク|こり高するshirakiku、 botan、

hikariな どの一般的に安い小売価格米については、

初年度の関税率の下でも輸入が採算に合う状態も生ま

れてくる。特に関税率が年々引き下げられていった場

合には、2010年頃に至るとそのような関税障壁を乗

り越えて輸入される米国産米も現れてくることが想定

される。

最後に本報告では、比較される日米間のコメは価格

のみの観点から関税障壁効果を検討したものであり、

品質には差が無く、同一であることを暗黙に仮定して

いることに注意する必要があることを指摘しておきた

い。

注 1)鳥取市内におけるコメ小売価格は次のとおりであった。
2001年 1月 調査

鳥取コンヒカリ  3480(円 /10 kg)
きらら397   2980
2000年 3月 調査

新潟コシヒカリ  4380(円 /10 kg)

魚沼産米 7160

2)米国西海岸から日本への海上輸送費は、参考文献 [2、

3、 4]に よる試算例に基づいている。

参考文献

[1]伊東正一 :世界のジャポニカ米―その現状と潜

在的生産能力、全国食糧振興会、pp.22～ 31、

1994。

[2]伊東正一 :コ メ「関税化」分析―輸入の可能性
と食料安全保障一、農林業問題研究、第 35巻

第 4号、pp 13～ 18、 2000。

[3]世界のジャポニカ米研究グループ (代表伊東正
一):第 8回 ジャポニカ米 。国際学術研究報告

会及びシンポジューム、pp 100～ 115、 2000。

[4]世界のジャポニカ米研究グループ (代表伊東正
一):第 7回ジャポニカ米 。国際学術研究報告

会及びシンポジューム、pp l～ 9、 1999。

(220)


